
癖にも使われる｡普通の風邪とか頭痛腹痛は,

昔の貨幣とかスプーンとかで,ゴ リゴリと身

体をこすって皮下出血させると治ってしまう｡

わた くLも一度してもらったが,欠けた茶碗

に薬が入っていて,それをちょっと塗っては

ゴシゴシとこする｡この薬がなんだかなじみ

のある匂いなので名前をたずねると,石油と

いう返事であった｡これで治らない時に先賀三

(ローク･クル- llo:kkru:])を呼ぶoたい

ていは呪文を唱えて , プッと息を吹きかけた

水を飲むことになるのだそうだが,重病の時

には秘伝の薬を調合する｡わた くしのインフ

ォーマントの 1人もこれを心得ていたが,そ

の最も得意とするのほ,古文書を焼いた灰と

のことだった｡玉,六人もの人にかかっても

治らなかった精神病の娘もこれで良 くなった

そうである｡

麻疹にかかった子供に人糞をよく乾かした

ものを飲ませるのは,かれに限らず広 く行な

われているとのことであるが,抗体が糞に出

るものなら医学的に根拠があるかもしれない｡

呪術でもうーっ有名なのは,スナエ[snae]

である｡これは,依頼 して作ってもらったと

ころの,呪文のこもった薬を目指す相手の身

体に塗っておけば,その人の魅力のとりこと

なってしまうという娠術である｡第二王妃が

正妻の地位を奪わんとして,これを用い,首

尾よく第-王妃を追い出すことに成功するが,

ついにスナエを用いたことが露見 して,象に

踏み殺させるという死刑に処せ られるという

映画もあったが,伝説等にもよ く出て くる｡

毒見在でも,ダンスホールのダンサーが,客が

つかないと収入にならないので,金持の客に

スナ工をかけて,毎夜 自分の所に通わせるが,

せっか くこうして得た収入も大半がスナエ代

として消えてしまうとのことである｡

留学期間の残 り2カ月のあいだに,誰かわ

た くLにスナ工をかけて くれないかと親待し

ているしだい である｡

国際稲作研究所より

法 貴 誠

Ⅰ

今年の 1月26日にフィリピンの国際稲作研

究所 (TheInternationalRiceResearchln-

stitute略して IRRI)に researchfellow と

して来て以来 5カ月近 くになる｡こちらの研

究所には今までにも日本から多 くの方々が訪

問されており,またここで研究に従事された

方も多い｡ IRRIのことについて は以 前 に

researchfellow としてこちらで研究生活を

送られた京大農学部の高村泰雄氏の報告(『東

南アジア研究』3巻 1号, p.144)にも詳 し

い｡わた くLは今のところ研究所の中にいる

部のことを理解 したにすぎないが,今までに

見たり闘い たりし,感じたことなどを思いつ

くままに書いてみようと思 う｡

Il

研究所はマニラの東南約 70km のところに

あり,車で約 1時間半の道程である｡-イウ

ェイと呼ばれている国道を走るのであるが,

f二1本の-イウェイとは大違いであるO道路幅

は日本の一級国道 ぐらいはあるが,ところど

ころ舗装がやぶれ穴があいている｡しかし,

ここを走るi巨は多 く,しかもみなひじょうに
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写真 1 IRRIの Laboratory外観

スピー ドを出している｡とくに,アメリカ製

の大型 トラックを改造した強力なエンジンを

持つ長距離バスは乗客を満載し, 時速 90km

くらいでとばす｡制限時速は50kmであるが

全然気にしていない｡しかも,対向車が少し

途切れたわずかの問をぬってどんどん追い越

しをやる｡乗っていても危なっかしくて見て

いられない｡時々事故が起きる｡バスに当て

られた方は即死であり,バスの乗客も20人 く

らいは死ぬことがある｡新聞にはでかでかと

写真がでるが,交通事故の防止はこちらでも

なかなか難しいようである｡

このハイウェイを走ること 64km,ここで

十字路を右に折れるといよいよ IRRIも近い｡

このあたりロスバ-ヨス (LosBan-os) とい

う小さな田舎町の一角で,道の両側には住宅,

小さな食堂,雑貨店などが並んでいる｡また

洋服の仕立て屋,散髪屋,映画館,ボーリング

場も見られる｡これらを左右に見ながら2km

も行 くとゲー トがあり鉄砲を持った守衛が立

っている｡ これよりフィリピン大学農学部

(UniversityofthePhilippines,Collegeof

Agriculture略して UPCA)の構内でありこ

の中に IRRIの建物がある｡あちこちに点在

するUPCAの各研究室の建物を見ながら,バ

ナナやココナツの森の中をぬって行 くと視界

が開け田んぼが目に入ってくる｡これらは大

学の農場であり,この巾をコンクリー ト舗装

された一直線の道が走っている｡通の両側に
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写真2 図 書 館

はピリという木が植わっており, この 道路

をピリドライブ と呼んでいる｡ ここからが

IRR1-の専用道路である｡ はるかかなたの

田んぼの中にモダンな IRRIの建物がぽつん

と建っている｡しかし近づいてみるとなかな

か大きく,白い建物を一見 した感じでは日本

の化学メーカーの研究所といったところであ

ろうか｡稲作研究所という言葉から描 くイメ

ージとは全 く異なっている｡ここでまたIRRI

の守衛の敬礼を受け中に入ることになる｡大

事なお客とみれば,守衛が玄関D噴水のスイ

ッチを入れ高々と水を噴き上げ歓迎する｡

さてここの研究所はAdministrationBuild-

ing,Laboratory,Cafeteriaと Dormitory,

それに ServiceBuilding から成っている｡

AdministrationBuildingの中には図書館,

大講義室,郵便部,会計部,庶香部,広報部,

写真部,出版部などがある｡ここからマニラ

ホテル内の IRRIの事務所-は毎日1回専用

の郵便車が往復 している｡またこの事務所と

IRRIとの問には無線電話 が通じているので

いつでも連絡がとれる.これらの施設は一見

あまりにもぜいたくすぎるという感じがする

のであるが,これは逆にいえば,この土地が

このような施設を作らなければ研究活動がで

きないほど不便な状態にあるということにも

なる｡事実,例えばここからわずか 70kmの

マニラ-の市外電話がうまく通じないような

状態なのである｡200名 を 収容する大講義室
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では毎週木曜と土曜にセ ミナーが開かれ,チ

ャンドラー所長,マックラン副所長以下各デ

パー トメントのスタッフ,助手,研究生が出

席する｡木曜セ ミナーは程度が高 く,テーマ

は稲作に関する専門的 なことから ｢IRRIの

将来｣あるいは ｢国際的協力のあり方につい

て｣などと変化に富んでいるO土曜セ ミナー

の方は IRRIと UPCA の大学院学生を対象

にした講義といった傾向が強いOこの大講義

室には映写設備を完備しており,毎週水曜日

夕方には映画会が行なわれている｡スタッフ

の家族もよく顔を見せる｡

Laboratoryには,植物生理学, 化学,品

種改良学,植物病理学,昆虫学 , 農学,土壌

化学,農業経済学の各デパー トメントの研究

室および実験室があり,スタッフ以下助手,

研究生が研究を行なっている｡Cafeteriaは

セルフサービスであるが,京大の食堂のよう

に食器をもとに返す必要はない｡ここで使っ

ている米の品種は日によって変わるため,莱

の味から粒の大きさ,舌ざわりががらりと変

わることがある｡とくに最近はこの研究所で

作り出した新しい品種がよく使われる｡この

ときは品種名が食堂に掲示され宣伝に一役買

うというわけである｡

さて Laboratoryから少 し離れた Service

Buildingには, 自動車整備部, 電気部,木

工部,塗装部,修理部,消費物資の支給部な

どがあり70haの実験農場やその他のあらゆ

写真3 IRRI の試験圃場

る施設の管理を行なっている｡そしてわたく

しの属している農業工学デパー トメントのみ

がこの ServiceBuildingの巾に研究室と作

工場を持っている｡研究室の人月は,室長の

Mr.LoydJohnson(莱),フィリピン｡:)農業

経営について0)研究を行なっている牛組りスタ

ッフの Dr.StanleyJohnson(莱), それに

東京大学に留学 してマスターを取った助 手の

Mr.EmilioCasem (フィリピン),フィリピ

ン人の研究生 3人,秘書が 2人,タイピス ト

および製図工がそれぞれ 1人といった構成で

ある｡また作工場には機械工 3人,溶接工 2
人,板金工 1人,それに トラクターのオペレ

ーターが 1人おり,ちょっとした町工場のよ

うな感 じである｡

今までにこの研究室でやってきた研究は,

水田用の トラクタ-車輪の閑発,ノ､ンドトラ

クターの利用試験,用水量に関する研究,排

起の深さと収量の関係についての研究,植付

け間隔の研究,コーン型脱穀機の開発などと

ひじょうに広範囲にわたっている｡しかしど

ちらかといえば浅 く大まかな研究が多かった

ようである｡今年はフィリピンでまず最初に

問是酎こなる排うん整地用機械の研究に重点が

おかれている｡こちらではかんがい施設がな

い氷山が大部分で,乾季の末には土壌が乾い
てひじょうに硬 くなるoこのため畜力では耕

うんできないので雨期がきて土壌が十分柔ら

かくなるのを待って耕うんしている｡しかし

- 17 9 - -

写真4 農業工学科の作工場
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お天気まかせでありひじょうに不便な点が多

いoまた日本製の小型ロータ リーティラーを

使っても深 く耕 うんできないし,場合によっ

ては全 く排うん爪がはいらない｡現在まずこ

れらの問題の解決が望まれているのである｡

これを解決する一つの試みとして,こちらの

研究室では大型 トラクター (40-60馬力)捕,

幅4-5mの強力なロータ リ-ティラ-の開

発を行なっており,私もこの研究の一部を担

当している｡今 3番目の試作機を作っている

ところであるが今後,重量,砕土性能, トラ

クターとロータ リーティラ-とのバ ランスの

問題を考えなければならない｡この大型ロー

タ リ-ティラ-はフィリピンおよび東南アジ

アの水田地帯における請負いによる排 うん整

地作業の合理化を目的としたものである｡

Ⅲ

さて IRRIと UPCA のあるこの町ロスバ

-ヨスの様子を少 し述べておこう｡この町は

フィリピン最大のルソン島の南吾郎こあり正確

な位置は,北緯 14010′東経 121015′である｡

琵琶湖の数倍あるフィリピン最大のラグナ湖

の南端に位置する｡西にはマッキンレーと呼

ばれる1000mくらいの休火山がそびえ,この

あたり一帯は温泉地帯でもある｡気候は,近

くにラグナ湖があるためか,マニラよりはや

や涼 しい｡12- 5月が乾季,6月～11月が雨

写真5 農業工学研究室で試作した大
型ロータリー (幅5m)によ
る代かき作業
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季となっているが,4,5月を 除いては 乾季

といっても雨は少々降り,厳密にははっきり

した区別はつけに くい｡ この町の 人口 は約

15,000人で多 くは農業およびラグナ湖での漁

業に従事 している｡また家畜,家禽を飼う家

も多 くブタ10-20頭,アヒルまたはニワ トリ

を100-200羽所有 しているのが普通である｡

その他雑貨店や食堂などをやっている者も割

合多い｡また IRRIや UPCAで働 く人の数

も多 く,学生のための下宿屋をやっている者

も多数に上る｡ IRRIができてからこの町も

相当変わったと聞いている｡

この町の娯楽といっても大 したものはない

が,筆亘削ま映画であろう.映画館は2軒ある

が掘っ立て小屋を少 し良 くしたような感 じの

建物である｡料金は70円で 2本立て 4時間と

いうのが普通である｡ほとんどがアメリカ映

画である｡もちろん冷房はないので皆汗をか

きながら見ている｡ボーリングもひじょうに

盛んで,この町にも6レーンのボー リング場

が 1軒ある｡といっても日本にあるような上

等なものではない｡こちらでは倒れたピンを

立てる自動装置がな く,従業員が上半身はだ

かで汗をふきふき倒れたピンを並べなおし,

玉をこちらにころがす｡それでも労働力は豊

富だから料金のほうは格安で 1人 1ゲーム35

円と日本の1/10である｡土曜 日などには全 レ

写真6 フィリピン古来の脱穀法の一
例 (稲を手で洗濯板のような

台にたたきつける)
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-ンを IRRIの連中で占領することも多 い ｡

こちらでは高級なレス トランで食事をしな

い かぎり, 食べ物はひじょうに安い｡ looロ

も出せばたっぷ り食べられる｡また上等のバ

ナナが 1本 5円,コカコーラは20円である｡

一方,住のほうはこちらでも相当高 くつ くよ

うである｡ この町で 2部屋借 りると月 5,000

円～8,000円, 大学の構内では 同じく2部屋

借 りて8,000-15,000円 であるからフィリピ

ンの一般の人々にとっては大変である｡ また

家を建てるには2部屋のもので｣二地代ぬきで

60-100万円 かかると聞いた｡ ニッパ-ウス

ならばもっと安いであろうが,最近はニ ッパ
-ウスを建てる者はいないということである｡

こちらでは手間賃が安いため服の仕止て代な

どはあまりかからない｡ズボン1着の仕立て

代が400円くらいである｡ 材料費のほうはや

や高いがズボン1着分で 1,000円 出せば相当

いい物が買える｡

さてわた くしの部屋の秘書が最近結婚 した

のであるが,両親のいる郷里に一度帰 り女｢卜

を 1人つれてきて IRRI近 くに家を借 りて住

むという｡新婚で女中を雇うなどということ

は日本ではとても考えられないから,最初か

の女は相?''7な財産家の娘だろうと想像 してい

た｡しかしその後の様子を見ていると,家賃の

心配,家二具や日用品の準備などこまかいこと

にまで相当気を くぼっている｡聞いてみたと

ころお金が足りな くて苦労しているという｡

そこで女中を雇える身分でお金がないとはお

かしいと思 うがと質問 したところ,こちらで

女中を雇 うことは何でもないのである｡家賃

や家具はひじょうに高いが女中はひじょうに

安 く雇えるのである｡女中 1人月3,000円で雇

えるということであった｡日本の1/10くらい

であろうか｡もちろん食べさせ衣類は与えな

ければならないが,自宅で料理する限 り食費

は問題にならない｡また衣類は安い材料で作

れば仕立て代はあまりかからないから女lF]を

写真7 ラグナ湖で漁業に使う

くり抜き船

雇 うのはひじょうに簡単なのである｡それよ

り家具やし]用品の準備がたい-んである｡テ

ーブル,椅子,戸棚,たんすなどはこの町には

ほとんど売っていない｡マニラに行けばショ

ーウインドーには立派な家具類がかざってあ

るが,とても一般人に手の出る代物ではない.

ところがうまくしたもので,家具類を作る素

人大工がたくさんいるのである｡技術はやや

悪いが安 くて十分に実用的なものを作ってい

る｡フィリピン人の家に招かれるとたいてい

の家にあまり上等ではないが割合た くさん家

具がそろっている｡これらはみな素人大工に

注文 して作ってもらうのである｡場合によっ

てはテレビの外側 の箱まで作る｡ ｢吊ま別の素

人電気屋が材料を集めてセットするのである｡

これら種々の技術を持っている者はフィリピ

ンには相当多いようである.現在 フィリピン

の総人口は 3,400万人,労働人口が 1,200万

人といわれ,その内失業と半失業を合わせて

200万人 に達するといわれている｡ しかし,

失業者のFilには正式の職はな くても各種の抜
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術を持ち,それで十分に生計を立てている者

も多いのではないかと思 う｡

フィリピンに来て驚いたことは,銀行は言

うにおよばず商社その他のあらゆるオフィス

に鉄砲を持った守衛がいることである｡今は

慣れたが最初は無気味で近づきにくかった｡

マニラのある日本料理店では鉄砲を持った ド

アマンが立っている｡聞 くところによるとギ

ャングがまだ少 しいるそうであるが,最近は

もう問題にするほどのことはなさそうである｡

こちらでは警察力が日本ほど強くないため自

然と自衛するという傾向が出て くるのであろ

う｡しかし IRRIでも相当用心はしているよ

うである｡というのは IRRIの専用郵便車は

時々マニラの銀行から研究所-現金を運ぶこ

とがあるが,その時は ドライバーに護衛が 1

人つき,両者ともピス トルを持って行 く｡そ

してポケットにも少々予備の弾丸を入れて行

く｡こんな時は西部劇を地でゆく感 じもする｡

こちらの主な交通機関は長距離は前にも述

べた大型バスが多く利用されているが,近距

離にはジブニ-と呼ばれる乗物が利用される｡

これはジープの後部を改造 して10名余 りの乗

客が乗れるようにしたものである｡大戦後車

のない時に古いジープを改造 して作ったのが

始まりと聞 くが,馬力があり,かつ悪路にも

強いためひじょうに普及 している｡今ではど

んどん新 しいジブニ-が製造されている｡普

通は一定のルー トを走っているが,停留場は
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な くどこからでも乗れ,好きなところで降り

られる｡料金は10センタボス(約 9円)である｡

数もひじょうに多 く相乗りタクシーといった

感 じの,はなはだ便利な乗物である｡さても

うーっカレッサと呼ばれるスペイン系の優雅

な乗物がある｡これは/J＼馬が引く2輪馬車で

最大 6人まで乗れる｡スピー ドはあまり出な

いが,夕涼みや見物には格好な乗物である｡

これはまたジブニ-では入 りにくい狭い所で

もよく使われている｡しかしこの乗物も最近

はだんだん数が減 りトライシクル(Tricycle)

と呼ぶ 2人乗 りのエンジン付き小型 3輪 自転

車にとって代わられつつある｡これのエンジ

ンはほとんど全部日本製だと聞いた｡

Ⅳ

さてフィリピン人の日本に対する関心は極

めて高い｡これは第一にひじょうに広 く出ま

わっている日本商品のためであろう｡ソニー,

ヒタチ,ナショナルなどは言うに及ばず, ト

ヨタ,ニッサン,クボタ,ホンダ, ミツビシ,

あるいはアジノモ ト,カ ミノモ ト,タンチョ

ーといった広告はあらゆるところで目につ く｡

電気製品は相当出まわっているであろうと予

想 していたが,その他にもあらゆる日本の製

品が入ってきている｡とくにマニラのタクシ

ーは日本のコロナとブルーバー ドがひじょう

に多 く,その進出ぶ りは目を見張らせるもの

がある｡以前は ドイツのフォルクスワーゲ ン

写真9 カレッサと呼ばれるスペイン系の小型馬車
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が相当あったと捌 くが今は｣影が うすい｡そこ

でなぜ フォル クスワ-ゲ ンよりコロナやブル

ーバー ドがいいのかとフィリピン人に質問 し

てみた｡かれらがあげた理由は第一にデザイ

ンが良いという点であった｡ これは重の性能

が互杓になった今 口,勝負はデザインの良 し

悪 Lにかかっているのであろう｡質実なスタ

イルで欧米では確間たる地位を築いたフォル

クスワーゲ ンも,こちらではもはや好みに合

わな くなっているようである｡ しか し口木製

のタクシ-だからといって安心 して乗ると料

金をぼられることがあるOと くに初めてフィ

リピンに来た日本人があぶない｡料金メータ

-の読みはペソであるが,相手がフィリピン

の事情に通 じていないと見るとこれを ドルで

要求する｡為替率は約3.9であるか ら3.9倍の

料金を払わされることになる｡ 日本人がよ く

ね らわれるのは対 日感情とはあまり関係はな

い｡要は日本人は英語がうま く話せない場合

が多いのと,割合金を持 っているということ

になっているからである｡

概 して 日本人の評判は良い｡最近は生け花,

空手,柔道なども流行のきざしを見せている｡

UPCAでは時おり生け花の講習会が開かれ,

おやっと思 うことがある｡マニラには無数の

空手,柔道の道場ができている｡ しか しこれ

らの道場にはいいかげんなものも多いとl凱 l

た｡フィリピンの大学の中には口本語 コース

もだいぶんできているようである｡ 日本史を

習 ったという者 も多い｡頼朝 , 家康 とい うよ

うな言葉をフィリピン人か ら聞かされて驚い

たことがある｡フィリピン側では日本か ら多

くのものを学ぼうとする姿勢は相当強いもの

がある｡その点 日本人のフィリピンに対する

知識の乏 しさ,関心の薄さということは問題

であろう｡ しか し日本が誤解 されている面 も

多いことは確かである｡キモノ,ゲイシャ,

- ラキ リとくるとあまり調子がよ くない｡ど

うい う訳か日本女性はみな着物を着てお り,

写真10 各国から来ている trainee

(短期研修仕)の田植え実習

かつ芸者であって,- ラキ リが今で も行なわ

れていると思 っている者 もいるから因る｡ハ

ラキ リをやってみて くれと頼まれたことがあ

るO また ｢1本は男尊女卑 の同であ り,女性は

男性 と行動を共にすることができない,食事

にも同席できないとい うふ うに考えているフ

ィリピン女性が一部あるのには驚いた C これ

らは日本 とフィリピンとの交流が不足 してい

ることが原閑であろう｡ しか しフィリピンに

やって くるH本人が増えたこと,また農業技

術などの トレーニングで日本に行 くフィリピ

ン人が増えたことと相まって, ｢=1本に対する

理解は急速に深まって い る｡戦争の傷あとが

完全に癒えたと考えるのは間違いであろうが,

対 日感情について もひじょうに良 くなってい

ることは事実である｡

現在 IRRIには researchfellow,research

scholar,traineeなど合わせて80名がいる｡

ほとんど世界のあらゆる国々か ら来ており日

衣,韓国,台湾,フィリピン,タイ,イン ド

ネシア,イン ド, パ キスタン,セイロン,メ

パ - ル , カイロ,ナイジェリア_.オランダ,

ドイツ,アメ リカと実に国際色豊かである｡

時 々開かれる歓迎あるいは送別パーティーに

は各円の民族衣装が見 られる｡また各国の民

謡や踊 りが楽 しめるが,これ らは IRRIな ら

ではのことであろう｡ここに来ている者はみ

㌔:行儀 がよい｡ とくに カイロ から来ている
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research fellow,ナイジェリアの research

scholarなどは紳士然としておりたい-ん感

じがよい｡ここでユニークな位置を占めるの

はインド,パキスタン人であろう｡かれらは

プライ ドが高 く,ややつき合いにくいという

のが相場である｡何事についても知らないと

言うことをひじょうな恥と考えているようで

ある｡だいたい日本語を二,三語知っていれ

ば俺は日本語が話せるとくる｡それに実に聞

き取 りにくい英語でまくしたて,こちらがお

前の発音は悪いとでも言おうものならかんか

んになって怒る｡しかし根はたい-んいい人

間であり変な後 くされはない｡かれらは他国

との習慣や文化の相違もあり,一つの独 自の

グループを形成している｡その他の国々の間

には大きな習慣の相違もな く自由につき合え

る｡しかしアジア人グループと欧米人グルー

プに分かれる傾向がある｡東南アジア各国の

人達と欧米人とのつき合いというのはお互い

に少 しやりにくそうである｡これは言葉の点

で何 ら障害のないフィリピン人とアメリカ人

との間でもいえることである｡皮膚の色や文

化の相違と共にやはり以前植民地であったと

いうことが両者の心の底にあるように思われ

る｡その点日本,韓国,台湾,タイなどは英

語の-ガ手なグループであるが,欧米諸国の

植民地になったことがないため,どこの国と

も自由につき合っている｡とくに日本人は東

南アジアの国々の問では評判がよい｡あるオ

ランダ人は日本も欧米と同じように東南アジ

アで植民地政策を行なったのに,こちらでは

日本に対する批判を聞いたことがないのはわ

からないと,わたくLに語ったことがある｡

この理由は日本人であるわたくLにもわから

ない｡しかし日本が将来はたすことができる

役割はわかるような気がするのである｡

412

第5巻 第2号

ビ ル マ の 現 状

大 野 徹

10年ぶりのラングーン

1967年 5月27日｡ちょうど正午に羽田を飛

び立った BOAC機は,午後 4時に香港に到

着,約 1時間休憩した後南支邦海を経て戦乱

のベ トナム上空に進入,ゆっくりと蛇行する

メコンの大河を眼下に見おろしつつ,やがて

緑豊かなチャオプラヤー平野を横断,次第に

ビルマ-と接近した｡タイからビルマ-かけ

ての上空には,インド洋から運ばれて くる雨

雲が幾重にもたれ込めていて,このあたり一

帯に既に雨期が訪れていることをはっきりと

示 している｡機窓から眺めた下ビルマ (南部

ビルマ)の風景は,見渡す限り一面の水団で,

写真 1 南部ビルマの水田
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